


キット以外にあ求めいただくもの

く2チャンネルプロボ〉

プラズマMkⅢはレース月に開発されたレーシングカーなので重■を

軽くするため 受信機 サーボは小型のものをおすすめします.

使用可1セな最大のサーボ寸法は右図のサーボ寸法です。

使用可能な

最大寸法

2チ ャンネルプロボ

ステアリングサーボよ逆転サーボ又はり●―ス●フロホ■●用して下さい

く走行月ニカトパッテリー〉

このR/Cカ ーには京商72Vパ ワーパッテリー又は,2Vレ ーシング

パ ソテリーを使います.

72V′ ワヽー′`ッテリー         72Vレ ーシレク′ヽ,テリー

くニカドバ ソテリーの充電器〉

京商ニカドバ ンテリーはあ性|して 正 しく充電すれば長期|・1使用が

できます。充電方法は蒙鷹用1∞∨コンセントから行なう15時間充電

機と自動車のシガーライター又は12∨バッテリーから行なう急速充

電器 (約15分)があ|′ます。使用目的に合った充電器を下の表よ|′選

んでお求め下さい。

新月滅藪の区分と表示方法

周腋敗(MH●   "の 色

ラジオコントロールプロポとは
このラジオコントロールモデルには2チ ャン

ネル 2サ ーボ デジタルプロボ方式のラジ

オコントロール(R/C)メ カを使用します。

2チ ャンネルブロボは1セ ットll入しておけ

はいろいろなR′ Cモ デルを操縦できます

くラジオコントロール用電波について〉

ラジオコントロール用に使用できる電波
`下姜のように 空`用、`地上 水■月、に区別さ

れています。必ず車 ボートにr地 上 水上

月銀 行機には 費`用、の電波をご使用下さい。

一 ラジヨン■波使用区分一――――
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1。,846マ ルチチヤーシ,―

組み立てに必要な工具と

授着剤など
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剖

ネシロ ,ク剖  (趣 K[コ :菫]菫:[1量

走行中の振動などによリヒス ナフト●と

がゆるたた0磁落を防ぐのに使,ま す

く用意する工具等〉

● トライバー(大
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―

ラシオヘンチ

キリ

―
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5バ ン ト

14061の 働

く用意する崚■却〉

隕間
""剤

く2娑 に必要なもの〉

倒
マスキング用

京商ミクロシ

ラインテープ
4081  クレイ1兼

4083  クレイ1崚

4o86 グレイ,II

京心 ポリカカラー

及ひス

'レ

ー

`||

従来電波区分

器鯉v::  
ビン
ζl地上水上用

iフ` ンド  茶 |

2 ・    赤郷
::荒毛「
罫朗

-
ヽ塗姜については取扱■の塗よの

Ithにくわしく出ています。

プロポのチエツク 番号順にラシオコントロールメカを動作してみます

!ア レテナそのしします|
1電 池 を入れま す  `ス イ ,チ ●入イ:ます  2,シ ァナ ,の iし ます

2チ |ン ネルフロポは 送信機 受イ言機 サーボ 電池ホ′クスな

とから成り立 .て います.

●送信機     操縦するコントロールホックスでスティックの

動きを電波でアンテナから発信 します.

0受 信機  …  送信機からの電波を受けサーホに送ります.

oサ ーボ     受信機か受けた電波をモーター キヤを使い車

のコントロール部を動かす装置です.

0ア ンテナ    送信機のアンテナは電波を送り山し 受信機の

アンテナは電波が入る重要なものなのでいっば

いにのはし使います.

0ト リムレバー  送信機の トリムレバーはサーホの中立 (ニュ
ー

トラル)をすらし 車の右 方のステアリング及

rlコントローラーの前進 ブレーキの仕置を微

調整するレバーです。

●レベルメーター…送l_機の電池の減り及び電流の発振状態を確認

するメーターです.

●サーボホーシー サーボと車のコントロール部をつなぐもので何

種類かあり使用目|うにあった形状を使用します.

■1言授踊電池

`ス
ィ,チt入れます

zス ティ,クを中立に

!ト リムレハーを中立 に          '止 ま ●ている所かニュー トフル (●

メプロボのスイ ,チ を入れるときり返イ=機 を入 ltこから受イ言機の スイ ′チ を入れます

切 るときは逆に受信機 送信機の順に切 るようくせをつ

'ま

し,,

72Vレ ーシレグバ ,テリー

1●2326
72V′ ワヽー

チャーシヤーlDCI

ニカド急連発電ll

ラムタクイックチヤーシヤー

,止 ま●ている所
'ニ
ュートラル【す
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●使用するビス ナット ワッシャー等の
′j 物ヽパーツは原寸図で示してあります.

原寸図に合わせてご使用下さい.

●・・

―

はキント内のネシロック割をつ

けるところです.

サスアームのキャスター角調整 く調整のしかた〉
0フ ロントアクスルストッパーのイモネツ

をゆるめる.

Otlなどの平らなところにシャーシをおく.

0三 角定規(90度のところ)で左図のように

サスアームのうしろが90度になるように

あわせおき イモネジをしめつける。

M4× 4イモネジ
/

六角レンチ1 2mm,

キングビン

|コサスアームのキャスター角調整
〈キャスター角の合わせ位置〉

ナックルアームのとりつけ

M4×4イモネシ… 2剛

"ル………6⑩

くナ ックルアームのくみたて〉

フロントホイリレシャフト

フロントホイルシャフトと
ナ ンクルアームの穴を合わせる.

|

|
中心が確 ずれ

るように相む

中心か●にすれ
るよう|イ]む

(ナ ,ク ′,ア ム[| (ナックルアー1、R,

ホイ′り プヽのとりつけ

M2× 10ビス     21-

M2ナント  …2◎

…カー…2◎
[リガ……2(3

フロントアクス,レスト

リックルフーr_のとりつけ

ナ ックルア

ホイルハフのとりつけ

31ワ ッシャー

フロント

サススプリング

ー31ワ ッシャー

ナ ′クルアーム(L)

イモネシ 31ワ ッシャー

サスアーム

三角定規

ｎ

Ｈ

Ｈ

＝

Ｈ

Ｕ

―
‘
ロ
ー
　
刈M4

|ミ リのこ

イモネシを

|

- 3 -

3φホール

31× 6φ ×8メ タル



【コジョイントのとりつけ
M26× 12皿ビス   4

M3× 10皿ビス     2

M3× 6ヒ ス     3

M3ナ ット     2

用閻
絋
◎M8ナイレナ,卜|(§翔□

…

シ
ー
 3◎

  |

1.くリアアクスルマウントンョイン トのとり
つけ)

M26× 2皿ビス(4オ |にネシロ ック青」を

つけ し ,かりとね じこむ.

リアアクスル (し,

タンパーステー

ン ト

2.くシヤ

ジョイントのとりつけ

ャーシショイントのとりつけ〉

ウインクパイブ_=―   ――

1・あ早i息を彙:垢[里み::可1
ものでメカプレー トに■いて下さ

メカブレート

|テ フキヤiCの

わ||【: れヽて下さt

スパーキヤ

2.:it[1:手1まf憲
で

i― シショイント

リンケIP-61

リンケI'-3)

卜  
¨ 叫 ス

M3ナ イ[1シリ ット

―一 M3ナ ,ト

~ン や~ン

ショイント

3φ ワ′シャー

0-  。

M26× 12皿ビス

M3ナ ,ト

リアアクスル(RI

M26× 12皿ヒス

肩「:」月1111110□

"ヵtle…2◎
テヽ ノキヤのくみた て,

凸

“

|力 ,夕 `輌  i下 ヽ

,フ レ |フ ト

ロ メカプレ
ートのlllI  

メー
'ヽ
一キヤ

カ,Iし ないで使用できるサーホ =フタバ

FP-20 サンワ SM-401で す

上記以夕|のサーボは下図の寸法で取付部を

加工して下さい (加工要領は右図参照)

1 1 11 1      1  ■
lr     ■|

15ミ リ 1    42ミ リ

| : L l昼1:
|́| ||  '|■

0

0

,卜|●I HI

0

0

〇

〇

O

O

O

キリ〔3ミ リの

1ミリ    ibミ リ ー ‐|

他のサーホ使用のときも上国を

穴 をあ:する

|た こ う
'

テフキヤのとりDけ  |

|

0′ ノスト

イ[ネン

凹:「を色

ヽ

―ゃ

０
，
．

ワ

メカプレー1の 加工

１
●
⇔
コ　
，１
「ф
ф
「

ノズ
`,ハ

1/
, ,キ .ヽ CI

51

50× 8φ メタル

り′'ホイルハワIRI

30× 60メ タル
(厚さ2肺 ,)

`|: |, 0(す
′ 1人lt)

|■)

加工 しr下 さt■
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サーボ取付部



ロ コントローラーのとりつけ

M26× ].llビス…   2

M3× 6皿 ビス    1

M26ナ ット     2

こ彊ず
先の口いベンチなどでつかむ

鐵

◎
1.くコントローラーのラグを折り曲げる〉

(:主)ラグを由|デる時 スボット

'査
接がはず

れないよう注意して下さい。

スボ ′卜溶翻 分を図のように曲け

'す
.

コントローラー7-ム の先端が

コントローラー

|

く折り曲げた状態〉

B受 信機電源の配線

右図のようにプロポスイッチを電池ボ′ク
スから切りとり 72Vコ ネクターから出て

いるほそいリード線と結線します.

「⊃―ドをねじって結線します.

('ブラスとマイナスがショートしないよう

ビニールテープで絶縁します.

く注意)

リー ド線の

カーのプロ

言][

ブラス マ

ポにより違

ヽハンダ付けをした方が

より確実に結線できます.

イナスの色 よ各メ

います

使
用

し
な

い

（
マ
イ
ナ

ス
）

白

い

ス
ン

プ^

ラ

ス
）

同
Ⅲ
轍プ
・

使
用
し
な
い

赤

プ^
ラ
ス
）

黒
一
マ
イ
ナ
ス
）

コント0-ラ ーのとりつけ

コントローラー

モーター(マイナスヘ,

横にズレないよう ステーを

少 し山けて押 しこむ

2.

3.

、こ、F[夕
~(マイナス,ベ

Aと Bのサ=を

日し長11す る

卜線のプラス マイナスを十分に注意し
―ルテープをないて下さい

受lR機電源の配線

コントローラーアーム

〈注意〉

プラズマMkШはプロボの受ll機彎たを走行用電池(72Vバ ′テリー)
からとる共用電凛を使用しております.72Vを そのまま難 檜に使用
したリプラス マイナスを,ち がえると いっしゅんで,ll機 がこわ
れます
72Vを 通切なホルトにおとす必要があります 72Vを 迪切なボルト
におとす役目をするのがタイオード(―E「 )なのです.

スイッチ 側鵬鞣渕 t、、・

彙線 |マイナス|

電池ボ ックスは

使用 しません.

/

72Vコ ネクター

白線(マイナス,

コントローラーの配線

/配 線が正 しく行なわれて

いるか たしかめて下さい

赤線(プラス

'

赤線(プラス,

白線(マイナス,

受信機用コネクター

72Vコ ネクター

赤線 (プラス)

ントローラーカラー

コントローラー

アンテナホルダー

メカプレート

メカブレートの下に
通 しておく.

M3× 6皿 ビス

コントローラーアーム

-5-



このキットは2チ ヤンネル以上のブロボを

使用 します.スティァクタイブ ハン トルタ

イプのいずれか自分 [合 ,た ものを(吏用 し

て下さい.使 い方はフロホに入 ,て いる説

明書 をよく読んてからテス トして下さい

くプロボ受信機電池〉

このキ ′卜け受信機の電池をニカ ドバ ,テ

リーからとる共通電源を使用 しております

二カ トパ ,テ リーは十分に充電 したもの こ

ないと正 しく動きません.

ラジオコントロールメカのテスト

くラジオコントロー
'レ
メカ〉

くコントローラースティ′クの位置)
●ステインクタイブ  ●ハントルタイプ

肯1進

中立移動レバーを下 =

わろしζ中立をすうし

前L側 イ フレーキ側

1のうりで動くようt

して下さヽヽ

mコ ントローラ
ーサーボのとりつけ

サーホ」」ムグロメ,卜を使用せずス

,ブIJIでとりつける

ト ラ

トラソフ|′ヽ|

して 下さい

,1

メカブレート

肛ヨモーターのとりつけ
M3× 6ビス‐ ‐ 2蝠

M3× 3イモネシ   l ⑩

スパーキヤとビニオン■やのパ ックラッシ |

に気をつけて取付けて下さい

スハーキヤを固定 した状態でヒニオンキヤ

を左右 [ふ ,た崎05ミ リ位のバ ックラ ,シ

ュをつけます

ス′ヽ一キヤ け,オ ンキヤ

ロヨバンパーとメカプレートのとりつけ
M3刈0皿ビス…→脚鰤
M3× 35皿ビス    4 M3

ナット◎

スーパ ニカ

家庭用充電器

……-4⑪
-6-

M3× 10皿ビス

M3× 35皿ビス(4ケ )

0ア ンテナをのばす.
ラジオコントロールメカのテスト

受信機

はす。
ステアリング

サーボ

コントローラー

サーボ
中立(少し左にすらす)

―充電したニカドバ ンテリー

|

oト リムレバ を中立にする

コントローラーサーボのとりつけ

来サーボの大きさ|=

より取イオ方か

ち
'い
=す

|
26ミリ以内

モーターのとりつけ

シールが後 =ヽ向くように

ビニイン・|ヤ

モーターシャフトの

凹部にイモネジが

あたるようセット

して下さい.

ビニオンギヤ

M3× 3イ モネジ
M3X6ビ ス

六角レンチ15●●)

を右の穴が■に1線に

なるようにして下さい.

バンパーとメカプレートのとりつけ ボディマウント

M3ナ ット

い

話
・へヽ

左右の穴が機に 1線に

なるようにして下さい.

メカプレー トボスト(4ケ )

ホティ
マウント

'(レ
′`一

3φ ×i00ワ ,シ ャー

0ア ンテナをの

oス イッチを

入れる

メカプレートの下から

入れとりつけう

■・
メカブレートにのせる

ようにとりつけう

サーボスペーサーを

はさんでとりつ|,る.

サーボスペーサー



M2X6ビス 20国
" M2ナ

′卜 2(》

くコントローラーアームを曲{デる〉

コントローラーアームのとりつけ

アームを先の丸い接点

がコン トローラーに

こすれるよう ｀、

のところを曲げて下

さい。

米大型サーボを使用する場合はM26× 15の

サラビスを用いて図のようにコン トローラ
ーの高 さを調節 して下さい.

M26ナ ット

このナ フトで

誦節する

M26X15皿 ビスに力'える

スト「1-ク か小さい場合

アームを失印の方向

へのはして調節します

国 サ
ーボセイバーのくみたて

サーボセイバーベースはサーボに合ったも

ステフリングサーボのとりつけ

くサーボセイバーの取付け〉

ヽ

“
い
」

M26刈 6皿 ビス  2勒

くコントローラーアームのストローク〉

コントローラー月の

スティックを操作し

た時 アームが右図

のように最市遠から

ブレーキまで動けは

OKで す。

ンmtタバ[⑬

●ベース フタバS③

京綸、サンフヽKO◎

サンワЦ JR◎

フタバ(軍)

各社のブロポ41属のビスI美 用

合 キ ット内のM26× 5バイン

グビス又はM3× 6夕 ,ビ ング

て下さt■

ない場

′ビン

をイ吏 ,

息:傷る|【Iヨ

コントローラーアームのとりつけ 3.と子tlこ三当,:仁ち
をカ フトする.

カットする

2.:五「省「を言:こ上月詈晨吾鴛[た縦理

'穴
1・事二李1旱主た揆倉ケ:

サーボホー

4.サ ーボホーンを元の位置に取付る

M2× 6ビ ス

サーボホーン

M2ナ ッ

レ~キ

5.レシスターガードを取付ける

□口で

仮止めした
M26ナ ット
をますして

接点がコントローラーの上をスム
ースに動くよう ヤスリなどで角

を落として下さい

く

'レ

ーキを使用する場合〉

ブレーキ回路を取り付ける場合は

図のように燿Itからモーターのマ

イナス蟷子へ配線 します.

/と
りつける

,一 ポセイバーのくみたて
スプリングカイドを穴に通して

スプリングがとび出さないよう
|=して組立 ζる.

A
両端を先に入れてから

ヨ本をおしこみセットする

く完成小態〉

スプリングガイド
を抜く.キ ●ップ

ステフリングサーボのとりつけ

サーボセイバーの中心をなるべくシャー

シー中心に近づけて両面テープで接着 し

て下さい

サーボセイバーホーンがフロントシャフ

トに当らないように 1■■位のIIIかくをと

って下さい

シヤーシー中′心

トローラーアーム キリで2,■の

穴をあける

ヽ
ヽ

メステアリングサーボ t逆転仕様となるため 珈B機のリバーススイ′チを

用いるか 又は逆転サーボを使用 して下さい

フロントシャフト

サーボセイバー

―フー

両面テープ



タイロッドのとりつけ

くタイロンドの組立て〉

来タイロ ットの長 さはサーボの種類により

ことなりますので取付寸法はタイロ ′ドの

先 をベンチで切 ってボールエン ドで調整 し

て下さい.

タ イ 口 ,

い陣

2
で

る

鼈β
曲
吻

5。タ
ンパービストンを嗜くラシオベンチでお

さえ ダン′`一エンドをねじこむ.

― タン′ヽ一エンド

タン′ヽ一ビストレ

をひき出す.

ダンバービストンー

ギサキサのない

所でつかむ

※ダンパービストンにきすをつけると

オイルもれのけんいんttなります

48'ボ ールエンド

カ フトする

ロ オイルダンパ
ーのとりつけ

M2× 8夕 ′ビングビス 1

M3× 12バインドビス  ,

M3ナッ……………l①
くダンフ`―オイツレの入れ方〉

1・多

`チ

IIιttF)を下まで入れる

ダンパー
ビストン

ダン′マー

ケース

3に3ι7∠発事二ぉ:ι美

“

:
ビストンガイド|わじこむ.

、9'´
ビストンガイド

ツ′げミ出トータンパーカラー

♪、くま
'「
[:|::〕i:)

ネジ止めする

タイロッドのとりつけ
くトーインの調整〉

左右のホイルハブが一菫線になるよう
タイロッドの長さを調整します.※タイロッドはサーボセイバーの

位置に合わせ 長さを調節して

下さい.

48φ ボールエント

くタイロットを取付ける11の注意〉

タイロッド0あそびが取り付けるところの中心に

くるよう L部 を

“

螢して下さい.

この位置を下図のように

して合わせる.

あそびの中心

ヽ
笏

‐ 山

“

到日機のとりつけ

スインチ~

く大型曇l■機を使用する場合〉

大型受ll崚を使用する■合は
晏倍爆を立ててとりつけます.

両面テープ

両面テーブ

オイ,レダン′ヽ一のとりつけ

コムバイプ

スプリング
スト′′`―

・
・lll

ダン′`一
スプリング

…

M3ナ ット

(インドビス

タイロット

(例)

取り付けの中心

M3× 12バイン

- 8 -



EEタイヤとフンテナのとりつけ
(アンテナのと

M3× 6ビス 1

アンテナホルター =アンテナ

をと
',つ
ける

(クイ 'ヽ'jイ
'し
」)1,浩〉

ホイルとタイ 'ヽの間t[1妾昔青lt流 しますカ

指
`タ
イヤ●広けながら一度に全lt t t着

しようとせ ケ 少 しづつ作業 して ヽさい

| |1瞬;見′妾i旨■||イ吏′1,る ときま目から●

るべくはなし 手につけない/ヽ
ように

□ ′ヽディのカット

図は KS 2ボディですが 他のボディを使

用する時も同じようにタイヤハウス ホテ

ィマウント月穴 アンテナ出口などを力′

卜して下さい_

Ky口下Hロ
東南ではネリカーボボテ

`I作
用のコ用ハサミ

とサンター″セ,卜「|,ラ ウントカ′ター|
サンダーt発売しております ・ヽ182,

ロ ポディの奉装

アクリル塗オ‖ボリカカラー|であ ,さりと

デザインし ヨ本をスプレー式塗料で塗る

と軽く仕上ります.

Ky口5Hロ

■商 |,口 ,ラ イ:テープ

,マス1■ ,テ ,と し=
反 デサイ■, ,「 ●=
じ||テ■す
い■●色 太

`ち
J重(11‐

',す
    .ヽ = 1   =

КV口下Hロ
,■ 1'リカナ, 1■ ,■

十ボ,一専用
",,]●

塗||

=大■,,■ |■ ,( 色I.

,色iろ ,■おlj,

■・22:,

EEタ
イヤとアンテナのとりつけ

ハブとホイルの六角を合わせ タイヤ,
‐■わりしないよう タイヤをも ,てホ

イルナ ,卜をホイルレンチでなしこれ

反対イ1のタイヤも回しように取り付ける

ア ンテナ線 を巻 きつけ る

ノロントホイルハノ

フロレトタイヤ

フロントホイル

ホテ ィのカッ }

′トライン =し

卜して下さい

トホティ
ト月穴 (約7 mml

本車のホティ|ボリカーボネートと,う 病lllのプラスチ ′ク板をホティ型に

成型した●の こ出来 =いす| ボリカーホボディをとそうするときは■側,
■め ,た方かされいにとそうこきます 塗llのつきを良くするために中性洗

斉||■ ■ヽよく水洗いして手アカや描なとをつけなoよ う「力わかして下さ |ヽ
―●ぬりの11はボディ内預1全体を2-3口 とそうすれは良いのですが 2色
以 Jl,色分けす名とき=粘着テーフやミクロンラインテーフなど■色分けす
るライレ =●け 濃い●力ら塗り最後にホテ ィ全lrに薄いこをぬります

六角を合わせる
リアタイャ

リアホイルハフ

| 
六角 を合 わせ る

ホイルナ ット

リアホティマウントの
穴
`長
穴にする

”
蝠

＠
―
―
ｌ
ｌ

―

部をカ

たが ,てヵ ,

ノロジ
マウレ

‖

アレテナの 出日

リアホティマウント用
～
I17●血,

ラウントカ′ター

ホイルナ ′ト

ウインタとりつけ穴

11:雷宴?智み癸:登存:,い)

リアホィル

ウイング

′
``ヽ

力,卜したところを
サレターでしあする.

一一一一̈
一一一

ホテ
`の
,装

むすびつける

アンテナ

ホルター

ホイルレンチ

3 mmの穴をあける

●,ウ ン トカ ,タ

曲編 lけ刃先

`切

る

|●―=_

ポリカカラー

-9-

来ウインタも同しように塗姜します.



ロヨニカドバツテリーのとりつけ
※ニカ ドバッテリーをショー トさせたり

モーターがロック状熊だったりすると大電

流が流れ コー ドなどがもえたりすること

があります.バ ッテリーの取扱いには十分

注意 して下さい.

くバッテリーホルターのとりつけ〉

パ ソテリーホルダー

ニカドバッテリーのとりつけ
凸部を押すと

ストラ ,プが

バッテリーホルター

ニカドストラップ

ニカドバ ,テリ

コントローラーアームは

スムーズにコントローラ

ーの上を動くこと

動かない時は口図の3の

ように接点を加工 して下

さ,.

バ ッテリーコネクターを

接続する時はアーム接点

が中立に入っているカ

たしかめること

はずせます

セロテープ又は

デカールの
―
__

残りをはる

ロコボデイとウイングのとりつけ
くウイングのくみたて〉

ぬ ,ないように

'く の■にまける.

Ψ=―;

前進 に入 ,て いる

レシスターガードが

ボディにあたらない

ょぅ ボディの高さ

をきめて下さい,

コントローラーのサーボホーンがボディに

あたう時ま人形を切り,なし あたらない

ところにセロテープで,りつけて下さ0ヽ

ストラフプ(′j )ヽ

ボディとウイングのとりつけ

30ワ ,シ ゃ―

l
ボディの高さに

合わせる |

ウイング
ホティ

ウイレグステー

コム′`イプをl inに切ってウインク

とウイングステーの間に入れる

「ノ
ン́́´̈‐・
IIIl__

ボディ上側 =

フックビン(大)

余分なところを
力 ,卜する

フ ,ク ビジ∽ )ヽ

余分なところを
力,卜する.

ボディの高さに合わせる

く走行まえの注意〉

プラズマMk皿 `ブ ロボ用受信機電池を走行月ニカドバッテリーから取って

います。車が走行中スピードが落ちたらすぐに車を手元にもとしスイッチを

切って下さい.走 行用パソテリーがなくなると受イ薔機に電気がいかなくなり

車がノーコン(ぼう走)になります。             ィ:■111、

竺■_,__`‐ ニ

くタイヤことコンバウンド〉

フロントタイヤ径は45ミリ リアタイヤは50ミリかヘストです.フ ロントタ

イヤのグリンプをもっとほしいときはオプションのスーバーフロントタイヤ

を使って下さい.

く■部の一般的自壺〉

ブラズマMk口 はキヤスター角の変化 フロント汲びリアスプリングの強弱

タンパーオイルの硬さなどでいろいろとコースに合わせ調整できます。下の

表は操縦者 路面 タイヤのコンバウンド ボデーなどにより違いますが

およその特性ですが,考 にしてセットアッブして下さtゝ

|キ ャスター角の調整

くシャーシーの23じれ口壺〉

車かぶつかった
―シーかわしれ

なじれたときは

シーの平行度を

逆に手でひなっ

りしたときま シャーシーがなじれることがあります.シ ャ

ていると‐
~と
をでよ車の曲がる大きさかちがってきます.

メカプレー トをとりつけているネツ(4本)をゆるめシャー

たしかめネシをしめなおして下さtヽ 43しれか少ないときは

で平行にして下さい

●リアスプリングの

調整方法

か た い

に祖

中

4ヽ

良

良

2リ アスプリングの調整

良(リアかしずむ)

右 にね じれ て,る

く,ベ アリングのオブション〉

リアシャフトの回IFを良くする(5φ

テフギヤのブラメタルと交換 (5φ ×8)

テフギヤ及びフロントホイル (3φ ×6) 2ケ 1"0円

11リアダンパーオイルの調整

キャ′プの所良 立ち上かりまきこむ

ニュートラル フラット

アンダー フラッ ト

ニュー トラルステア

アングーステア



くシャーシジョイントIBIの取付ビスの調整〉

4ベーシ｀ロショイントのとりつけ、て仮止めしておいたM3× 10皿ビスの

しめ具合でステアリング特性をかえることができます。

シャーシジョイント(3)

くデフキャの調整〉

デフ,レ ンシ●ルギヤの調整は図の

M3ナ イロンナ フトを締めると重 く

ゆるめると||くなり いっばいに締

めるとデフロ ックの状態になります.

走る路面  コースレイアウ トに合わ

せ調整 して下 さい.

M3ナ イロシナット

な る

Qゝ
ナイロンナットを
ラジオベンチでつかむ

しめこみをかたくすると
●オーバーステアになる.

しめこみをやわらかくすると
アンダーステアになる

くコントローラーのメンテナンス〉
コントローラーの接点は常にきれいにし

接触不良をおこさないよう点検 して下さt

コントローラ

く走行前の点検とチェック〉

走行の前に下のイラストの番号中にチェックして下さい.

☆初走行の時 ニカド電油 パ ック■の時間はゆっくりと

く走行の際の順■〉
lフ ロボ 走行用電池を入れる.
2送信機のスインチを入れる
3受信機のスイ′チを入れる.
4フ ロボのスティンクを右 左 前進 フレーキ操作

しその動きをチェンクする.

★プロボのスイッチを切るlltは 受信機を先に切リ

後で送18機のスイッチを切る.
この手順をあやまるとtテ ルか勝..にた ,た り

驀走することかあります.

く動かない時のチェンク〉
‐1走行日電源(ニカドバンテリー,

のコネクター及び各配線コート

の擦触不良

''コ
ントローラーの■触不良

3ブ ロボの故障

走らせ 各部の動きを見て下さo、

●各ネジのゆるみがないかをチェック.

●動力電池の容量をチェック

0フ ロントタイヤがプロポ通りに動くかをチェック.

0コ ントローラーアームがプロポ通りに最高速からブレー

キの間をスムーズに動くかをチェンク。

0各 配線コードがしっかりとされているかをチェック

0リ アタイヤを手で回しスムーズに回るかをチェック.

4他 の電波の混イき       |

電動 RCカ ーは高性能なニカドバ ,テ リーを使用しており 大変スピートが

出ますので■ ニカドバ ンテリーの取り扱いには充分な注意が必要です.

0人 ごみや 道路でま絶対に走らせないて下さい.

●同じ周波数の■は同時に走行させる事は出来ません.Π 時走行する時 よ必

ず周波数の確認を行なって下さtヽ

0車 が急に動かなくなったり 障害物にはさまったりして動けなくなった時

は 無理に車を動かさないて下さい.モ ーターや配線関lTが過熱して部品

をとかしたり 破1員したりします.

0回 転しているタイヤを無理に止めないて下さい.

0■ カドバ ,テ リーをつなぐ時は コントローラーがニュー トラル●置にな

っている事を確認してからつないて下さしヽ、

●駆動系の軸受け部分の動きが重いとモーターやバッテリーに大きな負荷か

かかリ スピートの低下や過熱の原因となります.駆 動系は軽く動くよう

必ずチェックしてグリスアップを行なって下さい.

0受イ言機電源共用タイプの車はニカドバ ,テ リーの容量が減って来るとコン

トロールが出来なくなります 走行中 スピートがおちて来たら走行を中

止 して下さい.

●ラジヨンカーの走行後は必ずニカドバ ,テ リーを■体からますして保管し

て下さい.

0走 行させた後の汚れなどは必

ずきれいにふき取って下さい

●フロポのスイ ンチは必ず切つ

て下さt .ヽ

●可勲部分には 定期的にグリス

を付けて下さい.

●各部の取付けビスのゆるみを

点検 して下さい.

●走行後はモーターが発熟します.連 続での使用はモーターの寿命を短かく
します.冷 えるのを待って走行して下さい.

0数 回の走行を行ないますとモーターのパヮーが低下して来ます。これはコ

ミュテーター部にカーボンが付着したためです。ビニオンギヤをはずして

,2∨ で15分位空回しを行なって下さtヽ

●モーターの軸受け部は定期的にオイルを付けて下さtゝ
-  1

=カ トバ ,テ リーをはずす
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くフリスタ

り| マン60=[モ ーター 1ケ

'レ

パースフリンタ ]ケ 国

タンパーケース lケ 回

ノイズキラーコンテンサー 2ケ
コントローラーアーム 1ケ

72Vコ ネクター 1ケ オイル |ケ ロ
コントローラー 1ケ

峯 Hケ
冒|コー
‐'ⅢⅢ囮

フロントサスアーム 2ケ リアアクスルマウント(R, 1

フロントサスホルグー :ケ ヽデフスト,′、_

バンパー 1ケ ロ

フロントアクスル |ケ

フロントアクスルスト,′` 一 |ケ

帥 …匈『鷲∵

リアホイルハフ R)|ケ ロ

厖
スパーキヤ |ケ 6

胸ビストカイトケ

◎ "クカーケ

◎スカ……
∞

5"ボ ¬
'・
シロ

"1ケ

◎31×8φワ,シャ帷ヨ:ケ
00リンタ,P3'1ケ

ロタンバカラ{プラ 1ケ

2ケ

1ケ

ケ

1ケ

―― リアシャノト 1ケ

50× 81カ ラー |ケ
/

リアアクスル′ウント

ショイント 1ケ ロ

く晰. 1,ヽ

デフキヤ(A)2ケ 田

テフキヤ(CI Iケ ロ

テフキヤtB)1ケ 0

ナックルアーム 2ケ a

ボディマウント 4ケ ロ

48●ホールエント 2ケ ロ

31× 60X8メ タル 2ケ ロ

30X60メ タル 1ケ ロ

50× 80メ タル lケ 固

フロントサスホルター 1ケ

|スペア

'

〔188:=g〕レシスター方―ド]ケ囮
国

一

□

・ ２

メカプレートボスト 4ケ ロ

◎◎◎◎
dPデ ¬

|IM

0

O
E・■●■」

lElバ,デリ"げ2ケ

ウインタ′`イフ

'ア

ルミ,2ケ ●‘
　
　
囚

嘲

◎

‖=ス プリカガイト1ケロ 嘲}=三
二三二二I=m田 タバ ビストン 1ウ

「ヽ「F。|10リアタン, スヽテ ケロ

咽
アンテナホルター 1ケ ロ

0480ホール2ケ0

[    ・‐  ‐キレケLレ 2ケ 日

―

フロントホイルシ |フ ト 2ケ ロ

‐デフシ●フト 2ヶ ロ

筍   タイ
ロ,卜2ケ田

B」
`ヽ
バイブ ?ケ ロ囮

!鹸猥M雌

““

Wm∬ Ю
サーホtイバースプリンク 1ケ ロ

(■. 2袋 ′

フロントホイルハ

',,0

ホイルチ |卜 4,四

ブロントサススプリンク 2ケ ロ

OリンケIP 3 1ケ ロ

0,レ ケIP-6,1ケ ロ

50 ×100

、1ル
ヘアリング

リアシIフトカラー

(10)他 ,

フロントホイル 2ケ ロ   リヤホイル 2ケ 四

ホディ ]タ

イN・ 3,)

I  Jl lイ1 , |  ヽ 1 , | | |    ` |り|

サ ー ― サ ケ 田
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サーボセイバー

◎C O◎〇〇‐◎
C

―
lr抗(0609)1ケ 回

ID―
ナイロシストランブ(414ケ 回

シャーシジョィント(A,

ウイングステー 1ケ ロ

ス争),―
ラー用 lヶII

“

II■■    ●D最湛早=ラ
ー lヶロ

◎ コントローラーカラー 2ケ ロ

ロ

シ,―シジョイント(B, 1ケ

くNo 5袋 〉

図は全て原寸です。

0回回M2×6ビス2ケ        囀D

l― M2刈0ビスЮケ   圃
M3× 6ビ ス 6ケ

l13×12バイントビス

'ケ

ニカトストラフブ 2ケ 囲

BEC′,式と
'' 
動力用72V1200●AIニカトパ ,テリーより受信機 サーボ用電燿をとう

ためのロネクターを取付けてあるものでBEC方式プロボを使用する場合 ■体側のコネク
ター(メスピン)をスイッチハーネスのBECコネクター(オスピン)にさしこむだけで動力用
電線と受1811 サーボ用電濠共通の配線か終了してしまう方式のことです

(BFCコ ,ク ターの1古絆)

モーター‐‐へ■ 3_=

M3× 3イモネシ

M4× 4イモネシ

O
M2ナ ット 4ケ

ケ

　

　

ケ

鰤用
顆隕

黒線|

M26× ,2皿ビス

M26× 15皿ビス

M26ナ ット 6ケ

O
M3ナ ,卜 5ケ

◎咽
M3ナ イロンナ ′卜 2ケ

ケ

　

　

ケ
,2Vコ ネク,― ダイオート

Ⅲ
…

脚
M3× 6皿 ビス 1ケ

)嶺
1回田鵬M3× 10皿ビス 4ケ

コントローラーヘ
下図のように
コードをつなぐ.

BECコネクター
(オスピン)

「
~~~~~~~~~― ―――――――――――――――――――――――――――――――‐――――――――●

|  ' |' ″
.`′
  _ .、 ,.、. ,′■,●|,   ' プラスと イ́′スがシ■ 卜|“,ょう|

|  ‐ 2奢 ::卜私

"わ

'昭 鮨誕L鮒=■:争
漱う
|

)回
臨国mm躙 購国饉回回団

ヶ IL」:う:7・ っ縮 編 =女け 十 1

`=2,`フ
■1墜彗1マ

``■
:堡理をす|がえな,さ2=士,気:′tFi奎 J

い
い
時

M2× 8夕 ,ビングビス

M3× 6夕 ′ピレクビス

1ケ

1ケ

M26× 6′ イ`ントタ ,ビングビス 1ケ

31ワ ッシャー :1ケ

50ワ ,

[リ ング([2,4ケ 以ベア 2ケ )ロ

30X101ワ ,シ十- 4ケ ロ

フ ,,ビ ンIJ1 4ケ 四

六角 レンチ 1 5mml

コントローラー

BECコネクター
(メスピン,

72V1200mAh
ニカドバ ンテリ~

スイ ッチハーネス
コネクター(オスピン)

六角 レンチ12 0hⅢ
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(eJ■ バーツセットには入っていますが本キントでは使

用しません.
(:2 本キットでは品=1∞ 1の50× iOφベアリングを

使用 していますが オイルレスメタルを■月する

■合は5φ X'Oφを入れて下さい.

下13の品= 毬品名 内容を■出し キントをお口求めいただいた槙型店で品=を 8っ てお求め下さい 近くに颯型店|・なく部品が入手できないときは15■についている

パーツ注文書とバーツ代に送llを加え

“

籠薔通おむまたは現会●口)品■を明leの上 直接`東南サービス部Jへお申し込み下さい.※ 2品以上お求めの●合の選:1は品番

の中で一●高い選11のみお送り下さい.fuの選llはサービスとなります。なおバータi支●| !郭饉■弓 l■所 氏名
'ノ

 カ
', 
電酪晏号1■ F明8]しそ下さい

又 お中し込みになられたバーツはご送全いただいてからお届けで0る まで10日以上かかる嘔合もありますのでコ了承下さい.

o薇 示の選料●昭和6)年 月 1日 現在のもので法規改正にともない菫更になる場合メありますので●了承下さ。、
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〔F-7 ネイルナット 4ケ 280 60 =F 00 ビスセット lセ ッ 120

フロントホイル 2ケ lχ [F 4 フロン トシ 、―シ 1ケ ∞ 0 ,20

='‐ ,4 リアホイル 2ケ 300 120 =, 5 リアシャーシセッ =,ケ 0

リアタイヤ 柳 lm =F 6 KS-2ボ ディ 1ケ 2∞ 0 240

〔F― a デフギヤセ′ト ● 000各 1ケ 0● 香2ケ 550 ,0 =F‐ 7 :ケ る 0

=f‐ 2, =オ ンギヤ(1'T 1ケ 3∞ lη AB-30 フロントダンパーセット ●●0● C● O00つ ∞0各 2ケ l mo 120

=|‐ 22 リア水イルバブ 00各 1ケ Ю 0 120 1880 ダン′`一オイル Itッ ト

“

0 240

[F,客 リアシャフトセット ⑮=1ケ ∞ 0 Ю 1901 ,刈 0,ヽ アリング 2ケ Ю 0 70

アンテナセ′ト

‐7● ット 1ケ ∞ [F-4S ビ=オ ンギヤ(15T) mo

=F‐

“

レンチt●ッ ト ● O rC1 0各 1ケ 200 60 =,‐
`

・   (3T' 鰤

スト
'ラ

ブ ,“ =F 47 (8T) mo 120

=F‐ ∞ フロン トモール トタイヤ 2ケ ∞ O 120 =F‐
`8

′   (19T) 鋤 120

EF● 63 フロント,|スア■ムセッ )⑮
`2

=F-49  ́  (20TI 鰤 120

=F‐

“

リアアクスルマウントセット ● ● ◎各 1ケ 1 200 120 =F‐ 51 ウイングセット リヤのグリップを増
'と
きに使う 鰤 1カ

=F・ 1,′ヽ ‐ツセット 1セ ッ

“

70 =F-52 スヘシャ,,フロントボディマウント アルミ製 2ケ 帥 70

〔F―

“

フ0ン トホイ
''シ
ャフトセット つ 0各 2ケ ① 0 ,0 F " 3,× 6,ベ アリンク デフギヤに使用 2 1躙 ①

tF■ |げ スプリングセット ∞ O ∞ [F-57 スーバーフロンドタイヤ(35) 減 りが少 な くあ グ リップ iO∞

[F‐

“

フロン トハブ 2ケ 230 ,0 卿 ,"

trl イ セ , ,3ケ 1021ケ |◎■ [F-5, ビニオンギヤ14T) 3∞ 120

[F‐ Ю =リ レグ([25〕 ● 0各 iOケ η 0 60 =1‐ 7・ アルファ●メオ=‐●●ボディ ,ケ 卸

〔′■ rン
''■
ステ‐ャット ● 0,1ケ  02ケ 6C [F 8o 軽量 ジュラル ミン ビス M3× 6 10ケ 3つ Ю

〔F-72 メタ′|セット(オイ
'レ
レスメタル) ● 0各 2ケ  00各 1ケ %0 60 [F 1 M3X8 10ケ

,ト iセット 00 [F-82 lv1 3×iO Oケ 3m カ

=F‐
"
コントローラーセット 2ケ 9C000各 lケ 1∞ O M3Xl? :0ケ 3∞ Ю

I FI■9 :'由|ンヽ ′:シ′、‐   |  | 240 0 =F-84 カーボンリアシャフト 超に■シャフト 23∞ 70

[Fl∽ ポディマウントセット 4ケ 8ケ 30 [F‐ 9 d℃ ‐■ボディ 1 2C

オ■ド , 畑 [F 103 レーシレグワイヤー 400シ リコンコード 6∞ 1"

= F-1の メカプレー ド |ケ 1●UO 【=111 ジャガ‐X編 ■S'デ ィ Iセ ツト  ■ | 2

ン|トアクスルt 120 =F-113 スペシャ,,リアアクス,,セ ′ト iセ ′ト 38∞ 1節

[ F -30 ニカドストランプ 6ケ 4∞ Ю

, 1' l∝ ,0

KyosH口 京商株式会社 〒102東 京都千代田区平河町 1-9-3 サービス部 (代)TELo3(264'4063 ●お問合せ :月曜日～全曜日(祝祭日は除 く,9:00～ 17:00

●製品改良のため予告なく仕様を変更することがあります。

●無断で複製 転載を薬します
-14-
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